
12

同
サ
ロ
ン
の
主
な
コ
ー
ナ
ー

を
紹
介
し
ま
す
。

【
会
議
コ
ー
ナ
ー
】

小
会
議
コ
ー
ナ
ー
（
定
員
12

人
）
と
中
会
議
コ
ー
ナ
ー
（
同

18
人
）
が
あ
り
ま
す
。
希
望
日

の
１
カ
月
前
（
登
録
グ
ル
ー
プ

は
２
カ
月
前
）
の
月
初
め
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
（
１
カ

月
２
回
ま
で
、
最
長
３
時
間
）。
使
用
料

は
無
料
。
ま
た
、
予
約
の
入
っ
て
い
な
い

時
間
帯
は
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。

【
情
報
・
図
書
コ
ー
ナ
ー
】

女
性
問
題
・
男
性
問
題
に
関
す
る
図
書

や
雑
誌
、
ビ
デ
オ
を
見
た
り
、
借
り
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
情
報
検
索
も
で
き
ま
す
。
貸
し

出
し
は
２
週
間
以
内
、
１
人
３
冊
（
ビ
デ

オ
は
１
巻
）
ま
で
。
パ
ソ
コ
ン
の
プ
リ
ン

タ
ー
使
用
料
は
１
枚
10
円
。

【
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
】

コ
ピ
ー
機
や
印
刷
機
を
使
っ
て
、
資
料

な
ど
を
作
成
で
き
ま
す
。
コ
ピ
ー
は
１
枚

10
円
、
印
刷
は
原
紙
１
枚
55
円
と
印
刷
１

枚
に
つ
き
１
円
（
用
紙
は
持
ち
込
み
）。

【
談
話
コ
ー
ナ
ー
】

打
ち
合
わ
せ
や
情
報
交
換
の
場
と
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
グ
ル
ー
プ
用
ロ
ッ
カ
ー
】

資
料
な
ど
を
入
れ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

連
絡
物
を
入
れ
る
ポ
ス
ト
も
付
い
て
い
ま

す
。
使
用
料
は
年
額
１
０
０
０
円
（
登
録

大
阪
府
で
開
催
さ
れ
る
「
女
性
週
間
」

全
国
会
議
の
関
連
事
業
と
し
て
、
府
と
7

大
阪
府
男
女
協
働
社
会
づ
く
り
財
団
が
、

次
の
催
し
を
開
催
し
ま
す
。

◎
「
女
性
週
間
」
全
国
会
議

と
き
＝
４

月
24
日
b
午
後
１
時
〜
３
時
30
分
　
内
容

＝
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
・
竹
中
恵
美

子
さ
ん
に
よ
る
講
演
な
ど
　
費
用
＝
無
料

◎
企
画
参
加
型
イ
ベ
ン
ト

と
き
＝
４
月

23
日
a
・
24
日
b
の
午
前
10
時
〜
午
後
７

時
　
内
容
＝
女
性
問
題
に
関
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
展
示
、
バ
ザ
ー
な
ど
　
費
用

＝
無
料

◎
第
６
回
女
性
芸
術
劇
場「
桜
色
観
覧
車
」

と
き
＝
４
月
23
日
a
午
後
２
時
と
24
日
b

午
後
７
時
　
内
容
＝
女
性
問
題
を
テ
ー
マ

に
し
た
短
編
舞
台
劇
　
費
用
＝
前
売
り
２

５
０
０
円
（
当
日
３
０
０
０
円
）

と
こ
ろ
＝
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
地
下
鉄

「
天
満
橋
」駅
下
車
５
分
）

問
い
合
わ
せ

＝
大
阪
府
男
女
協
働
社
会
づ
く
り
課
（
1

06
・
６
９
４
２
・
３
８
２
１
）

玄関�

小
会
議�

　
コ
ー
ナ
ー�

中
会
議
コ
ー
ナ
ー�

サロン事務室�

入り口�

情
報
・
図
書�

　
　
コ
ー
ナ
ー�

グループ用�
ロッカー�

ワーキングスペース�

談
話
コ
ー
ナ
ー�

国道176号�

いけだ・さわやかビル�

商店街�

阪急「池田」駅�

【開館時間】
午前10時～午後８時
火曜日、年末年始は休館

４月１日G、いけだ・さわやかビル（栄本町１－８）
の商店街に面している１階部分に、男女共生サロン「オ
ーブＩＫＥＤＡ」がオープンします。男女共同参画社会
の実現に向けて活動する、グループや個人の活動拠点と
してご利用ください。

問い合わせは男女共同参画課（154・6231）へ

近
年
、
女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
の
法

律
や
制
度
が
整
備
さ
れ
、
女
性
の
社
会
進

出
が
活
発
に
な
り
、
実
態
面
で
も
男
女
平

等
が
か
な
り
達
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
依
然
と
し
て
人
々
の
意
識
に
は
、

男
女
の
能
力
や
役
割
に
対
す
る
固
定
的
な

考
え
方
が
残
っ
て
い
ま
す
。

真
の
男
女
平
等
を
実
現
す
る
に
は
、
こ

の
よ
う
な
考
え
方
を
取
り
払
い
、
一
人
ひ

と
り
が
個
性
を
い
か
し
た
自
分
ら
し
い
生

き
方
を
実
現
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
女
性
の
み

な
ら
ず
、
男
性
の
認
識
の
向
上
に
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
、
女
性
問
題
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

グ
ル
ー
プ
の
み
）。

※
同
サ
ロ
ン
の
電
話
番
号
は
「
1
54
・
２

８
９
１
」、
フ
ァ
ク
ス
番
号
は
「
5
54
・

２
８
９
２
」
で
す
。

21
世
紀
に
向
け
て
、自
分
ら
し
い
生
き
方
が
で
き
る
社
会
を
創
ろ
う�

４
／
10
b
〜
16
a
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す�

女
性
週
間�

つ
く�

「
女
性
週
間
」
イ
ベ
ン
ト
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現
在
の
池
田
市
建
石
町
に
、
か
つ
て
豊

能
郡
役
所
が
あ
り
ま
し
た
。
豊
能
郡
は
明

治
29
年
４
月
に
豊
島
・
能
勢
の
両
郡
が
合

わ
さ
っ
て
で
き
た
も
の
で
、
そ
の
区
域
は

現
在
の
池
田
・
箕
面
・
豊
中
の
各
市
と
、

能
勢
・
豊
能
両
町
、
お
よ
び
吹
田
市
の
一

部
に
当
た
り
ま
す
。
郡
と
い
う
の
は
、
江

戸
時
代
に
は
単
な
る
地
理
的
名
称
で
し
た

が
、
明
治
の
地
方
自
治
制
で
は
府
県
と
町

村
と
の
中
間
に
位
置
す
る
行
政
区
画
と
な

り
、
郡
役
所
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

郡
長
は
町
村
行
政
を
監
督
す
る
立
場
に

あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
監
督
さ
れ
る
側

の
町
村
長
が
選
挙
で
選
ば
れ
た
の
に
対
し

て
、
郡
長
に
は
官
吏
が
な
っ
て
い
ま
し
た
。

事
実
、
郡
に
は
町
村
自
治
を
抑
圧
す
る
と

い
う
側
面
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
、

大
正
15
年
に
は
地
方
自
治
発
展
の
た
め
、

郡
制
度
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

で
は
、
郡
長
、
郡
役
所
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。
町
村
自
治
と
の
関
係
は
実
際
に
ど
の

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
廃

止
か
ら
す
で
に
70
数
年
を
経
た
今
、
聞
き

取
り
に
よ
る
調
査
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
史
料
を
探
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
、
当
時
の
新
聞
か
ら
郡
役
所
関
係

の
記
事
を
探
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え

ば
大
正
10
年
６
月
19
日
付
の
「
大
阪
朝
日

新
聞
」
に
は
、
18
日
午
前
10
時
40
分
、
庁

舎
の
事
務
室
（
36
坪
）
で
檜ひ

の
き

の
天
井
が
も

の
す
ご
い
音
響
と
と
も
に
落
下
し
、
所
員

20
数
人
が
下
敷
き
に
な
っ
た
と
い
う
記
事

が
あ
り
ま
す
。
幸
い
「
メ
リ
と
い
ふ
音
を

聞
く
と
同
時
に
机
の
下
に
潜
り
込
ん
だ
」

た
め
、
負
傷
者
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
う
し
た
記
事
か
ら
も
、
大
き
な
事
務
室

で
20
数
人
の
職
員
が
机
に
向
か
っ
て
い
る

と
い
う
、
役
所
の
日
常
風
景
が
想
像
で
き

ま
す
。

し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も
郡
役
所
の
仕

事
の
内
容
を
知
る
に
は
、
公
文
書
（
公
務

の
過
程
で
作
成
さ
れ
た
文
書
）
を
読
む
の

が
一
番
で
す
。
と
こ
ろ
が
豊
能
郡
に
限
ら

ず
、
廃
止
さ
れ
た
郡
役
所
の
文
書
は
あ
ま

り
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
で
も
、
町
村

合
併
に
伴
っ
て
消
滅
し
た
町
村
の
公
文
書

が
破
棄
さ
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
の
で

す
。
こ
う
い
っ
た
記
録
史
料
を
大
切
に
保

管
し
な
い
と
い
う
の
が
、
残
念
な
が
ら
日

本
の
「
伝
統
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
豊
能
郡
役
所
の
場
合
も
、
お
隣
の
箕

面
市
の
調
査
に
よ
っ
て
、
書
記
だ
っ
た
方

の
子
孫
の
お
宅
か
ら
、
郡
役
所
関
係
の
つ

づ
り
が
数
冊
発
見
さ
れ
た
の
み
で
す
。

な
お
、
郡
役
所
の
広
報
と
も
い
う
べ
き

も
の
に
「
豊
能
郡
報
」
が
あ
り
ま
し
た
。

同
郡
報
は
、
郡
内
全
域
か
ら
広
く
記
事
の

提
供
を
求
め
て
お
り
、
郡
役
所
の
様
子
だ

け
で
な
く
、
地
域
内
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
や
出
来
事
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

時
の
社
会
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
史
料
で

す
。
毎
月
発
行
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、

こ
れ
も
現
存
す
る
の
は
ご
く
わ
ず
か
で
す
。

現
在
、
池
田
市
の
木
部
自
治
会
文
書
の
中

か
ら
発
見
さ
れ
た
（
写
真
）
ほ
か
、
豊
中
・

箕
面
両
市
内
、
関
西
大
学
な
ど
で
、
合
わ

せ
て
20
冊
程
度
し
か
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。こ

こ
で
紹
介
し
た
よ
う
な
史
料
は
役
所

が
保
管
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
実
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
保
管

さ
れ
て
い
る
こ
と
の
方
が
多
い
の
で
す
。

滋
賀
大
学
講
師
・
馬
場
義
弘

《
お
願
い
》
現
在
、『
新
修
池
田
市
史
』

の
近
代
編
を
編
集
し
て
い
ま
す
。
郡
役
所

文
書
に
限
ら
ず
、
古
い
記
録
史
料
な
ど
を

お
持
ち
で
し
た
ら
、
社
会
教
育
課
（
1
54
・

６
２
９
５
）
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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